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結果・考察①︓トレーナーに関する質問

本研究では，①どのような特性を持った者がPTに参加しているのか，②数多くいるトレーナーの中で，なぜ担当トレーナーが選ばれたの
か，③PTやトレーナーのどのような要素がクライアントの運動継続に影響を及しているのかを調査し，クライアントの特性とクライアントの
考えるPT・トレーナーの実態を把握することを⽬的とした．本発表では②と③を発表する，①の詳細についてはご質問ください．

結果・考察②︓PTを継続している理由

本研究で得られた知⾒を念頭に置いて指導を⾏っていくことにより，クライアントのニーズを満たした指導を⾏うことができると考える.
ただし，本研究では対象者が46名と限られたサンプル数であるため，今後はさらに対象者数を増やして調査をする必要がある.

③．トレーナーの有している資格に関する質問

⾃由記述から作成した共起ネットワーク
線で結ばれている語は同じ⽂章内で
よく⽤いられていることを⽰す

①担当トレーナーとして選ばれるためには「ソーシャルスキル」や「専⾨的な知識」「動機づけをする能⼒」
を習得しておくことが重要

② 指導を受けてから，男性ではコーチング能⼒，専⾨的な知識，トレーナーの外⾒が優れていると
感じ，⼥性ではコーチング能⼒に加え，共感性が優れていると感じている．

→ Melton et al.の研究(2011)では，⼥性5名から担当トレーナーを選んだ理由を調査した結果，「同
性であること」「課題に共感してくれること」「引き締まった外⾒であること」「他者の結果（を⾒た，聞い
た）」が選択要因となっており，本研究とは異なった結果となっている．

→ 対象の住む国の⽂化の違い（⽶国と⽇本）が影響した可能性がある．
→ 選ばれるためには，導⼊時の接しやすさや，専⾨的な知識を有していることを⽰すことが必要である．

→ 男性と⼥性で指導時に担当トレーナーが優れていると感じる能⼒が異なる可能性がある．
→ 男性と⼥性で指導時の会話やフィードバック⽅法を意図的に変化させると良い可能性がある．

③ クライアントは担当トレーナーが有している資格を知らない⼈が過半数である．また，ほとんどの⼈が
その名称を答えることができない．ただし，資格を有していることは⾃分のためになると考えている．

→ 近年，トレーニングに関する⺠間の資格が増えつつあるが，トレーナーは過剰な資格コレクターとなる必
要はないと考える．クライアントの問題点を解決するために必要な専⾨知識・資格（必要最低限）を
有することが重要（フィードバックをする能⼒や効果的な計画を⽴案する能⼒を有することが必要）．

各サブグラフと性別とのクロス集計表

• 男性では，「トレーニング効果の実感」が継続要因となっている者が多い．⼥性では，「予約のしや
すさ」「アクセスの良さ」が継続要因となっている者が多い．

→ 男性クライアントのPT継続を促すためには，トレーニング効果を実感させる取り組みが重要である可能
性がある．すなわち，測定評価による数値による変化の可視化や，⾒た⽬の変化への声かけなどを随
時⾏うことが必要である．⼥性クライアントには，当⽇にキャンセルが容易にできるシステムを構築するこ
となどが有効であるといえる．

・対象者︓46名（年齢 43.8±11.9 歳，男性 27 名，⼥性 19 名 )

・協⼒トレーナー︓PTを⽣業とする5名（東京都・栃⽊県・福岡県で活動している）

以下のアンケートを6 ヶ⽉間以上，PT を⾏っている者（クライアント）に実施

○分析⽅法
・トレーナーに関する質問︓男⼥別に単純集計を⾏った．
・運動継続に関する質問︓分析ソフトKH Coder3（樋⼝，2020）を使⽤し，以下の分析を実施した．

アンケートフォーム
サンプル

②．指導を受けて、担当トレーナーが優れていると感じた能⼒

(本研究の研究費の⼀部はNSCAジャパン研究助成より助成を受けています)

①．今現在の担当パーソナルトレーナーを選んだ理由


